
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成 22 年 5 月 21 日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：インドの宗教的空間に関する画像データを整理し、関連する文字情報

を加えて統合的なデータベースを構築し、HP 上で公開した。データの集積をふまえ、インドの

宗教的空間を構成する要素を 1. 概念的空間、2. 造形的空間、3. 建築的空間、4. 実践的空間、

5. 歴史的空間という５つの観点から考察した。隣接分野の研究者の参加を得て、研究会を７回

にわたって開催し、インドの宗教的空間の多様性と、そこにみられる共通性を学際的な視点か

ら明らかにした。さらに、インドの宗教的空間の象徴性は、当時の政治的・社会的情勢との関

係、さらに王権と宗教という問題があることが指摘された。 
 
研究成果の概要（英文）：We constructed a synthetic database of visual and textual data 
concerning the religious spaces in India. This database is put on the web (http://air. 
w3. kanazawa-u.ac.jp). Based on the accumulated data, we analysed the every element 
included in the religious spaces in India through the following five viewpoints: 1. 
ideological space, 2. artistic space, 3. architectural space, 4. practical space, 5. 
historical space. We had workshops for seven times, which clarified the diversity of 
symbolic meaning of the religious spaces as well as the common characteristics among them, 
with the participants of several fields neighbouring the Indology and Buddhist studies. 
For the furthermore study, we recognized the necessity of the research on the relationship 
between religions and political, or social circumstances, especially the sovereignty. 
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１．研究開始当初の背景 
 宗教的な空間に関わる問題は、宗教学、歴
史学、民俗学、コスモロジー、都市論、建築
学、美術史などの多領域にまたがる複合的な
テーマであり、さらに時間論や身体論などと
も密接に関わる。宗教的空間とは具体的には、
寺院や王宮などの建築物とその複合体であ
る都市や共同体が、第一にあげられる。儀礼
や祭礼の場も重要な宗教的な空間である。ま
た、建築物をはじめとするこれらの空間には、
しばしば絵画や彫刻などの造形作品が配さ
れるが、これらも特定のプログラムにしたが
うことで、宗教的な空間を形づくる。その一
方で、絵画の中に見られる遠近法や画面構成
にも、宗教的空間の象徴性を見いだすことが
可能である。さらに、従来、空間論とは結び
つけられることの少なかった巡礼のような
宗教行為、あるいは他界観、来世などについ
ても、空間表象として扱うことができる。寺
院や聖地に結びついた民族主義や原理主義
などの現代的問題も、宗教的空間という視点
を導入することが必要である。 
 本研究のメンバーは、いずれもインドの宗
教や文化の諸相について十分な研究の蓄積
を持ち、しかも、何らかの形で空間に関わる
これらの問題を扱ってきたものたちである。
本研究において、インドの宗教的空間につい
て、具体的なデータを集積し、それにもとづ
いた学際的な研究を推進させることで、最終
的には、従来にない新しい空間論を構築する
ことを企図した。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究では、インドのさまざまな宗教的な
空間が、どのような形態と象徴性をそなえ、
それがインドの文化や思想にいかなる影響
を与えたかを、学際的に考察する。伝統的な
インド学仏教学においては、空間が主要な研
究テーマとされることは、国内外を問わず、
ほとんどなかった。しかし、インドに限らず、
宗教一般において、空間がどのようにとらえ
られ、どのように表現されたかという問題は、
その宗教を理解する上で、きわめて重要な意
味を持つ。儀礼空間や聖地、巡礼などの問題
も、空間の表象として理解することで、通文
化的な問題となる。本研究では、このような
多角的な視点にもとづき、学際的な空間研究
を行うことで、インド学仏教学にとどまらず、
宗教研究や文化史に関わる新しい領域を生
み出すことをめざす。さらに、日本をはじめ
とするアジア諸国とインドの宗教的な空間
が持つ象徴性についての比較研究を通じて、
それぞれの文化の持つ独自性とともに、イン
ドの諸宗教の持つ普遍性や多様性も明らか
にすることをめざした。 
 

３．研究の方法 
(1)インドの宗教的な空間にかかわるあらゆ
るデータを収集し、統合的データベースを構
築する。これらのデータは宗教的建築物、造
形作品、儀礼、祭式、遺跡などの画像データ、
建築、美術、儀礼などに関するサンスクリッ
ト等のテキストデータ、宗教的空間に関わる
書籍、論文などの書誌学的データの３つの領
域からなる。このうち、画像データに関して
は新たに現地において収集を行い、データの
拡充を図る。 
(2)データの集積をふまえ、インドの宗教的
空間を構成する要素を、各メンバーが考察す
る。その場合、①概念的空間、②造形的空間、
③建築的空間、④実践的空間、⑤歴史的空間
という５つの側面からのアプローチを行う。
その上で「空間のもつ象徴性」という視点か
ら、全体を総括する。 
(3)以上の段階をふまえ、各研究者が対象と
する宗教や時代、地域の宗教的空間が持つ象
徴性について研究を進め、研究会において成
果を報告し、メンバー全体で討議する。 
 
４．研究成果 
(1)インドの宗教的空間に関するデータを収
集し、データベース化を進めた。とくに研究
代表者がこれまで集積してきた画像データ
を整理し、関連する文字情報を加えて統合的
なデータベースを構築し、HP 上で公開した
（Asian Iconographic Resources, アドレス
は http://air.w3.kanazawa-u.ac.jp/)。東京
大学東洋文化研究所が所蔵する故小倉泰氏
のスライドを整理し、東京外国語大学アジア
アフリカ言語文化研究所の協力を得て、デジ
タル化を行った。 
(2)研究分担者と研究協力者の参加を得て、
金沢大学文学部において、研究課題に関する
研究会を通算で 7回開催した。本研究ではイ
ンドの宗教的空間を①概念的空間、②造形的
空間、③建築的空間、④実践的空間、⑤歴史
的空間という５つのカテゴリーに分けて研
究を進めた。研究会では研究代表者・研究分
担者の他に、以下の研究者による発表が行わ
れた。福田琢（アビダルマ仏教）、岡野潔（部
派仏教）、鈴木隆泰（大乗仏教）、和田壽弘（ヴ
ァイシェーシカ学派）、矢口直道（インド建
築史）、永田郁（インド美術史）、福山泰子（仏
教美術史）、井田克征（ヒンドゥー・タント
リズム）、横地優子（インド文化史）、榊和良
（イスラム教）、山下博司（ヒンドゥー教）、
菊谷竜太（密教学）、松本郁代（日本史）、冨
島義幸（日本建築史）。これらの研究会には
美術史、密教、イスラム教などの他分野の多
くの研究者の参加も得て、学際的な内容の活
発な討論が繰り広げられた。 
(3)これらの成果は研究代表者及び研究分担
者の個々の論文・図書において、宗教的空間



 

 

のモデルとその個別例として公表されてい
る。さらにそこでは、インドの宗教的空間の
もつ多様性が、さまざまな文脈で示されてい
る。 
(4) 今後の課題として、本研究のテーマであ
る宗教的空間の象徴性は、実践、美術作品、
建築などのより具体的な分野で考察される
べきであり、その背景として宗教と当時の政
治的・社会的情勢との密接な関係が想定され
ることが示された。それらを包摂するテーマ
として、王権と宗教という問題があることが
指摘され、その学際的な研究が必要であると
いう認識で一致した。 
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